
  

　　

 

発達

「基本理念」の実現に向けた、５つの「基本方針」
を踏まえた、研究分野に関する基本的な考え方

①既存の枠にとらわれない研究
②ヒューマンサイエンスを中心とした研究
③地域の医療水準向上に資する研究
④医師の臨床技術・研究能力の向上に資する研究
⑤時代や地域の課題解決に向けた先見性のある研究
⑥社会健康医学を取り入れた研究

　　健康長寿社会の実現に向けた　（仮称）医科大学院大学の研究分野のイメージ（暫定案）

○ 研究分野の概要（案）
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他の大学・ 研究機関と の連携を重視
医学だけでなく 、 工学、 薬学、 理学、 保健学、 農学等

の異分野と も

＜主な論点＞① 研究分野に関する基本的な考え方
      ② 取り 組むべき研究分野
      ③ 研究分野のグループ化
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